
J
A
お
お
い
た
の
ピ
ー
マ
ン
部
会
は
、
夏

秋
型
栽
培
で
あ
り
、
６
支
部
で
構
成
さ
れ
部

会
員
約
３
８
0
名
、
約
55
ha
で
栽
培
し
て
い

ま
す
。
出
荷
量
と
し
て
は
年
間
約
4
６
0
0

ｔ
で
、
県
下
３
カ
所
の
共
同
選
果
場
で
選
果

し
、
県
統
一
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
関
西
か
ら
中

国
地
方
お
よ
び
九
州
各
地
に
出
荷
し
、
夏
秋

ピ
ー
マ
ン
の
出
荷
量
と
し
て
は
茨
城
・
岩
手

に
続
き
全
国
３
位
、
西
日
本
で
は
１
位
の
産

地
を
築
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
外
か
ら
の
新
規
就
農
者
の
受

け
入
れ
施
設
・
体
制
を
強
化
し
て
近
年
で
は
、

30
～
40
代
の
若
い
生
産
者
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

ピ
ー
マ
ン
を
主
と
し
て
、
甘
藷
（
ブ
ラ
ン

ド
名
:
甘
太
く
ん
）、
白
ネ
ギ（
こ
れ
も
西
日

本
一
の
産
品
で
す
）、
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
な
ど
の

複
合
経
営
で
安
定
し
た
経
営
体
を
形
成
し
て

い
ま
す
。

　

３
つ
の
潅
漑
用
ダ
ム
を
利
用
し
た
畑
作
が

多
い
で
す
が
、
水
田
を
活
用
し
た
栽
培
も
あ

り
ま
す
。

　

ミ
ニ
ハ
ウ
ス
（
間
口
１
・
８
ｍ
、
３
ｍ
:

写
真
１
）
と
通
常
の
単
棟
ハ
ウ
ス
（
間
口
６

ｍ
）
の
雨
よ
け
主
体
に
一
部
露
地
栽
培
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
定
植
は
３
月
上
旬
に
始
ま

り
、
4
月
下
旬
か
ら
11
月
下
旬
ま
で
出
荷
し

て
い
ま
す
。

　

穂
木
品
種
は
、　

園
芸
植
物
育
種
研
究
所

（
以
下「
園
研
」）の「
さ
ら
ら
」お
よ
び
「
T
S

R
さ
ら
ら
」
が
主
体
で
露
地
で
は
「
み
お
ぎ

グ
リ
ー
ン
」
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
部
セ
ル
苗
か
ら
の
2
次
育
苗
は
あ
り
ま

す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
定
植
苗
の
購
入
で
す
。

　

整
枝
方
法
は
、
ミ
ニ
ハ
ウ
ス
中
心
に
横
に

網
目
の
広
い
ネ
ッ
ト
を
３
～
4
段
設
置
し
て
、

や
や
放
任
的
に
栽
培
す
る
方
法
が
主
体
で
、

間
口
６
ｍ
ハ
ウ
ス
で
は
糸
つ
り
4
本
仕
立
て

栽
培
も
一
部
あ
り
ま
す
。

　

出
荷
は
６
月
下
旬
が
最
初
の
ピ
ー
ク
で
、

そ
の
後
８
月
に
も
ピ
ー
ク
が
来
る
の
で
す
が
、

近
年
の
猛
暑
・
乾
燥
で
需
要
期
の
７
～
８
月

の
出
荷
低
迷
が
産
地
の
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

害
虫
で
は
ア
ザ
ミ
ウ
マ
、
タ
バ
コ
ガ
類
、

病
害
で
は
斑
点
病
対
策
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
異
常
高
温
が
続
い
て
い
ま

す
の
で
、
白
系
の
寒
冷
紗
の
被
覆
、
散
乱
光

フ
ィ
ル
ム
、
天
井
塗
布
剤（
石
灰
系
な
ど
）、

散
水
処
理
な
ど
に
よ
る
対
策
を
す
る
生
産
者

Ｊ
Ａ
お
お
い
た

ピ
ー
マ
ン
部
会
の
概
要

県
内
の
作
型
・
栽
培
方
法

（公）

■写真１

2025年８月７日取材

ピーマン用台木

大分県

産地レポート

↑「グランバギー」（左）と「台助」（右）の根（2024年１１月６日掘り取り調査）。

↑左から筆者とピーマン生産部会豊後大野支部の木本
恭輔支部長。

JAおおいた

福岡県 大分県

宮崎県

鹿児島県

熊本県

Ｊ
A
お
お
い
た
に
導
入
さ
れ
た

「
グ
ラ
ン
バ
ギ
ー
」

な
り
疲
れ
が
起
き
る
8
月
以
降
の
収
量
に
期
待
！

J
A
お
お
い
た
　
本
店
営
農
企
画
部
　
営
農
支
援
課
　
広
域
営
農
指
導
員
　
山
田
　
晴
夫
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が
増
え
て
い
ま
す
。

　　

従
来
自
根
栽
培
が
主
体
で
は
あ
り
ま
す
が
、

青あ
お

枯が
れ

病
対
策
の
た
め
数
種
類
の
台
木
品
種
を

利
用
し
て
き
ま
し
た
。
ピ
ー
マ
ン
の
接
ぎ
木

の
場
合
は
、
草
勢
が
お
と
な
し
く
な
り
収
量

性
が
自
根
よ
り
劣
る
傾
向
が
大
き
な
課
題
で

し
た
。

　

そ
う
い
う
状
況
で
、
強
草
勢
が
期
待
さ
れ

る「
グ
ラ
ン
バ
ギ
ー
」を
2
0
2
2
年
か
ら
約

３
年
間
大
分
県
農
林
水
産
研
究
指
導
セ
ン
タ

ー
の
試
験
と
並
行
し
て
現
地
組
合
員
が
率
先

し
て
現
地
試
験
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
外
品
率
が
低
く
特
に
穂
木
品
種

の
特
性
的
に
多
い
尻
腐
症
が
少
な
く
な
る
な

ど
、「
グ
ラ
ン
バ
ギ
ー
」の
草
勢
や
品
質
・
収

量
性
を
確
認
し
て
、
2
0
2
4
年
産
か
ら
本

格
的
導
入
に
踏
み
切
り
ま
し
た（
表
1
）。
2

0
2
5
年
産
で
は
県
全
体
の
接
ぎ
木
率
約
33

％
の
う
ち
「
グ
ラ
ン
バ
ギ
ー
」
の
割
合
は
３

分
の
２
を
占
め
2
0
2
4
年
産
よ
り
倍
増
し

ま
し
た
。

　

大
分
県
農
林
水
産
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
の

調
査
で
は
、
自
根
や
従
来
の
台
木
品
種
と
比

べ
て
収
量
性
も
問
題
な
く
、
尻
腐
症
な
ど
の

障
害
果
も
少
な
い
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。
一

方
で
タ
キ
イ
種
苗
の
調
べ
に
よ
る
と
「
グ
ラ

ン
バ
ギ
ー
」
は
初
期
に
草
勢
が
お
と
な
し
い

傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
圃ほ

場
に
よ
り
ま
す
が
、

出
荷
始
め
の
５
～
６
月
は
自
根
よ
り
収
量
が

少
な
く
、
７
月
以
降
に
自
根
と
同
等
以
上
に

な
り
、
終
盤
ま
で
な
り
疲
れ
し
な
い
特
性
を

示
し
ま
し
た（
図
1
）。

　

主
根
が
湾
曲
し
て
根
域
が
や
や
偏
る
自
根

に
比
べ
て
、「
グ
ラ
ン
バ
ギ
ー
」は
直
根
性
の

う
え
横
根
も
多
く（
次
頁
、
写
真
２
）、
広
く

均
等
に
根
域
を
形
成
し
て
、
中
盤
以
降
の
根

量
の
違
い
が
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

「
グ
ラ
ン
バ
ギ
ー
」

導
入
の
ね
ら
い
と
経
緯

「
グ
ラ
ン
バ
ギ
ー
」

　
導
入
後
の
評
価

試験年度 試験区
穂木×台木

外品 尻腐 ヒビ果 赤果

重量％ 個数％

Ｒ６年

TSRさらら×グランバギー 20.5 5.0 5.7 8.7 

TSRさらら×台助 24.1 4.9 5.7 12.4 

TSRさらら（自根） 23.0 6.0 6.3 8.3 

Ｒ５年

TSRさらら×グランバギー 18.4 3.4 7.7 1.4 

TSRさらら×台助 21.5 5.9 6.6 1.7 

TSRさらら（自根） 25.0 7.0 8.5 2.2 

Ｒ４年

TSRさらら×グランバギー 8.1 2.0 0.8 5.3 

さらら×台助 10.7 3.6 0.8 5.1 

さらら（自根） 12.2 5.2 1.2 5.7 

■表1　大分県農林水産研究指導センターの試験結果

■写真１

■図１　ハウス夏秋ピーマン月別収量データ
　　　　（2023年 タキイ種苗調べ）

↑３ｍミニハウス。

↑木本支部長のハウス群。

↑「グランバギー」使用の接ぎ木苗は初期草勢がおとなしいが、取材時（2025年8月7日）
にはほぼ自根苗並みの草勢になっていた。

「グランバギー」使用の接ぎ木苗

400 （kg/a）

300

200

100

0
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

グランバギー台木 自根栽培　（穂木：TSRさらら）

↑「グランバギー」台木を使用した株は、梅雨明け後の収穫
谷間が減り、収量を維持。

自根苗
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根
量
が
多
い
こ
と
で
、
蒸
散
量
に
応
じ
た

吸
水
力
に
よ
っ
て
、
こ
の
夏
場
の
異
常
高
温

に
よ
る
障
害
果（
尻
腐
症
な
ど
）の
発
生
抑
制

や
収
量
増
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

初
期
の
草
勢
が
お
と
な
し
い
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
、
本
格
導
入
し
た
2
0
2
4
年
度

に
は「
グ
ラ
ン
バ
ギ
ー
」の
特
徴
を
生
か
し
た

栽
培
方
法
の
研
修
会
を
各
支
部
で
４
回
開
催

し
ま
し
た
。
2
0
2
5
年
産
で
は
初
期
生
育

を
強
く
す
る
た
め
に
定
植
後
の
潅
水
施
肥
量

を
増
や
し
、
発
根
促
進
剤
な
ど
の
バ
イ
オ
ス

テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
資
材
の
利
用
推
進
、
摘
果

を
２
番
果
ま
で
す
る
な
ど
、
初
期
の
草
勢
強

化
に
む
け
た
管
理
を
行
い
、
５
～
６
月
の
収

量
減
を
昨
年
よ
り
は
抑
え
て
い
る
状
況
で
す
。

　

以
前
の
ミ
ニ
ハ
ウ
ス
で
は
、
連
作
障
害
対

策
で
定
期
的
に
ハ
ウ
ス
の
移
動
も
し
て
い
ま

し
た
。
近
年
で
は
移
動
せ
ず
連
作
す
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
当
地
で
は
青
枯
病

対
策
だ
け
で
な
く
セ
ン
チ
ュ
ウ
も
含
め
た
連

作
障
害
対
策
と
し
て
も
接
ぎ
木
率
が
年
々
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
年
の
夏
も
梅
雨

明
け
が
早
い
な
ど
強
烈
な
猛
暑
が
常
態
化
し

て
い
る
の
で
、
夏
を
制
す
る
大
き
な
手
段
と

し
て
吸
水
力
の
高
い「
グ
ラ
ン
バ
ギ
ー
」に
は

大
き
な
期
待
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

土
壌
病
害
が
な
い
場
合
は
、
収
量
性
・
苗

代
の
コ
ス
ト
を
含
め
て
、
接
ぎ
木
よ
り
自
根

の
方
が
よ
い
と
い
う
声
も
あ
る
た
め
、
今
後

「
グ
ラ
ン
バ
ギ
ー
」の
特
徴
を
よ
り
生
か
し
た

栽
培
管
理
を
行
い
、
夏
秋
ピ
ー
マ
ン
産
地
を

支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

年
々
高
ま
る
接
ぎ
木
率

■写真2

全国のピーマン産地で注目が高まっています！

茨城県　JAなめがたしおさい 自根苗と同等の草勢で収量増加を期待！
台木「グランバギー」の使用で収量増加につながっている要因は…
❶根量が多く栽培後半まで草勢を維持できる ❷着果数が低下せず、果形の乱れが少ない

❷耐病性によりセンチュウ害が減少

↑木本支部長は奥様の由香利さん（右）と二人で1日に
2棟ずつ朝から収穫を行う。

2025春種特集号
産地レポート

JAなめがたしおさい

2025春種特集号
産地レポート

JA岩手ふるさと

穂木品種×グランバギー穂木品種×グランバギー

穂木品種×グランバギー穂木品種×グランバギー 穂木品種（自根苗）穂木品種（自根苗）

穂木品種×グランバギー穂木品種×グランバギー

穂木品種（自根苗）穂木品種（自根苗）

穂木品種（自根苗）穂木品種（自根苗）

↑接ぎ木苗(「グランバギー」：左)と自根の2025年３月１３日定植苗の
比較。
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